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を知れば
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が
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え
続
け
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た
沖
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。
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し
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年
初
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て
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に
転
じ
、県
民
生
活
へ
の
影
響
が
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配
さ
れ
ま
す
。

地
域
活
性
化
や
社
会
基
盤
維
持
の
た
め
に
も
、人
口
を
増
や
す
取
組
が
必
要
で
す
。
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は
、
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国
で
２
番
目
に
人
口
増
加
率

が
高
く
、
増
加
基
調
に
あ
る
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
総
務
省
が
今
年
４

月
に
発
表
し
た
昨
年
10
月
１
日
現
在

の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
沖
縄
県
は
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に
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以
降
、

初
め
て
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が
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少
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た
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に
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市
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村
で
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が
す
で
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。
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、
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市
よ
り
北
に
あ
る
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村
や
一
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の
離

島
な
ど
で
は
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま

す
。
生
産
活
動
の
中
心
を
担
う
生
産

年
齢
人
口（
15
〜
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歳
）の
減
少
は
、

社
会
保
障
の
維
持
が
難
し
く
な
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
社
会
を
支
え
る
活

動
の
担
い
手
が
減
り
、
地
域
社
会
の

崩
壊
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
懸
念
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
居
住
者
が
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す
る
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に
は
、
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や
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が
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っ
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り
、
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や
介
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が
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な
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に
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や
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が
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し
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っ
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り
と
、
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ざ
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な

要
因
が
あ
り
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。
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が
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と
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を
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る
こ
と

も
、
過
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を
食
い
止
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要
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策
の
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。
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ほ
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各
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れ
て
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が
、
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市
部
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ら
の
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住
者
を
増
や
す
取
組
で
す
。
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縄
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、
ゆ
っ
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に
ひ
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れ
、
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縄

で
の
生
活
に
憧
れ
る
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で
す

が
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割
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ト
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賃
、

仕
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ど
へ
の
不
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ら
、
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に
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い
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も
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た
、
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に
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と
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て
も
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る

な
ど
、
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で
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の
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と
の
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プ
か
ら
、
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縄
を
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れ
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人
も
い
ま
す
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の
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に
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け
、
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用
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た
住
宅
の
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備
や
、
地

域
住
民
と
つ
な
ぐ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

育
成
、
県
外
都
市
部
で
行
わ
れ
る
移

住
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
な
ど
、
県
や
市

町
村
を
主
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、 

”お
試
し
期
間
“
と
し
て
、

一
定
期
間
働
き
な
が
ら
そ
の
土
地
で

暮
ら
し
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深

め
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
も
。
実
際
の
生
活
に

近
い
体
験
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
期

間
終
了
後
も
、
沖
縄
に
住
み
続
け
る

人
も
い
ま
す
。
住
む
前
に
、
そ
の
地

域
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
げ
る
こ
と
も

特
長
で
す
。

インターンを通して
夢の実現を支える

　国頭村の商工会や区長会、各種事業者などで構成
する移住、定住をサポートする団体。くにがみベン
チャーコミュニティ（KVC）を立ち上げ、かなえた
い夢を持つ若者にインターンシップ先を紹介したり、
地域のコミュニティとつなげたり、その夢に挑戦す
るステージを提供することで移住者を増やし、地域
ブランディングにもつなげるべく活動している。

CASE 2

［学 校］

　沖縄本島最北端にある辺土名高校では、ここ数年で入学
希望者が増加している。その理由は、特色あるカリキュラム。
自然環境科ではやんばるの豊かな自然を生かし、動植物の
生息環境や保全活動を体験的な実習を通して学ぶことがで
き、本島中南部や県外から入学する生徒が増えた。校内で
飼育する動物を見に来た地域の子どもたちと生徒が交流す
ることも。卒業生の中には大学卒業後、学校がある大宜味
村に就職する人もいて、地域の人材育成にも貢献している。

特色ある授業にひかれ県内外から生徒が入学

CASE 3

［ 事 業 ］

　「ワーキングホリデー」とは、一定期間現地で仕事をしな
がら滞在できる制度のこと。2018年度から始まった沖縄ふ
るさとワーキングホリデーとは、沖縄で働いて生活を体験し、
地域住民との交流を深めることで、将来の移住につなげる
ことを目的に創設された。研修先は観光業や農業、飲食業、
保育などさまざま。対象は県外居住者で、2022年までに
158人が参加。その後、参加者の中から33人が県内に移り
住み、働いている。

「住む、働く、交流する」を体験して移住をイメージ

本
土
復
帰
後
、初
め
て

沖
縄
の
人
口
が
減
少

移
住
後
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消

期
間
限
定
の
沖
縄
生
活

やんばるで
自然を学ぶ

県内唯一の
学校！

うちなーライ
フを体感

沖縄版ワーホ
リとは？

KVCインターンとは

目指すのは、夢を持った若者
たちが集う国頭村！受入事業
者の方が良きアドバイザーと
なり、参加者に寄り添って夢
を応援してくれることで、イン
ターンシップ終了後、国頭村
移住に向けて準備をしている
人もいるのだとか。

どうして取組を
始めたの？

本土復帰後、初めて人口が減少した沖縄県。
将来に備え、人を呼び込む取組が必要。

働きながら沖縄での生活を体験することで、
暮らしをイメージでき、定住につながる。

豊かな未来を守るため、
全国から選ばれる沖縄になる

地域に人を呼び込むさまざまな仕掛け

進め！

進め！

まと め

くんじゃん暮らしサポーターズ
ネットワーク
https://www.facebook.com/
jansapo2019/

沖縄県ふるさとワーキングホリデー
https://okinawa-iju-wh.jp/

沖縄県立辺土名高校
http://www.hentona-h.open.ed.jp/

ホームページ

CASE 1

［コミュニティ］

まずはここ！国頭ファンをつくる地域一体となった取組

Facebook

参加者に合った事業者で働き、
地域との相性を見極める

ホームページ

　参加希望者に夢のヒアリングを実施し、適切
な村内の受入事業者を選定し、インターン先を
紹介する。参加者視点では夢を国頭村で実現で

きるか、地域視点では参加
者の人となりを知り、仲間
として受け入れ、応援でき
るかなど、移住前にお互い
が相性を見極める期間とし、
ミスマッチを減らす。

※ 2023 年 8 月 1日現在の沖縄県推計人口
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